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円/トルコ・リラ（左軸）

トルコ・リラ/米ドル(右軸、上下反転）
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2018年8月7日

【2018年7月28日～2018年8月3日までの推移】

1/1

トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに下落し

ました。トルコの2年国債金利は上昇しました。

トルコによる米国人牧師（キリスト教福音派のアンド

ルー・ブランソン牧師）の拘束をめぐって、米国は同国

の閣僚2人（ギュル法務大臣とソイル内務大臣）に対し

て、米国内の資産の凍結および米国の企業や機関に

よる両氏との取引禁止の制裁を科しました。これを受

けてトルコ・リラは売られ、対米ドル・対円ともに史上最

安値を更新しました。国債も売られ、金利は上昇しまし

た。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

米国の制裁に対して、トルコ外務省は「トルコの司法

制度への介入である」と強く反発する声明を発表しま

した。一方、キリスト教福音派はトランプ米大統領の支

持者が多く、トランプ米大統領には11月の中間選挙を

前に強硬姿勢を示すことで支持者にアピールする狙

いがあるとみられるため、米国側から矛を収める可能

性は低いと考えます。

今週は経済指標では6月の経常収支が発表されま

すが、市場の注目はもっぱら対米関係となりそうです。

トルコ政府の対応に注意が必要と考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


